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「青空」だより 第 ３ 号 

発  行：NPO 法人自立生活支援の会青空  2021 年 10 月 1 日 

住  所：岡谷市東銀座 1-6-1  

生活クラブ 岡谷支部 クラブステーション「わい和い」内 

TEL/FAX: 0266-24-0255  E-mail： info@jssa2161.jp 

「💛楽しく歩こうかい💛」 開催します！   

10 月と 11 月に 4 回開催します。都合の良い日にご参加 

ください。もちろん毎回参加も歓迎です。 

◇10/9（土）釜口水門集合 水門を渡り小口太郎さん方面 

◇10/30（土）出早公園集合 紅葉狩りと遺跡、古墳巡り 

◇11/13（土）出早公園集合 公園巡り 

◇11/17（水）柴宮館集合 東堀かいわい巡り 

いずれも・集合時間：9：00 

・参 加 費：200 円 

・持 ち 物：飲み物、雨具（雨天中止） 

連絡いただけ

ばお迎えに行

きます！ 

9 月 17 日（金）「雨宿り」講演会に参加しました。「雨宿り」とは、

「子ども・若者 step ハウス」から提案された交流会の名前です。その

第 1 回目は、安曇野で「ひきこもり支援」に取り組み続けておられる望

月さんの講演会でした。支援をする中で、行政に相談する機会が多くな

り、そこで見えて来る「縦割り行政」の実態。望月さんは、福祉課・そ

こに懸命に足を運び、「関係各課」が繋がるまでになったと、普通に自然

にサラッと言います。自らの努力で、相手の心を開き、今では、自立で

きた若者のことを、行政が一緒に喜んでくれるなんて！そこで私は、ま

ず反省。「行政は理解してくれない」と、最初から思い込んではいけない

のね。 

望月さんは、ひきこもる子供たちに、寄り添い、「生きていて良かった」

と自らが言える人生、自分のための自分の人生を生られるように、 

人と人を繋ぐ活動を続けています。公園のドングリを貰って、 

クッキー・コーヒーを作って販売したり、人手不足の農家の 

支援をする事でお金を稼いだり。 

まず、仕事を用意して、ひきこもりの若者たちが、それぞれ自分に 

合う働き方をして、収入を得られるように促していきます。 

農家は慢性的に人手が足りないので、喜ばれる上に収入にもなり、外に

出る機会にもなるそうです。ひきこもりの若者の中には、障害を抱える

人もいて、障がい者手帳の取得までのサポートや、グループホーム作り、

就労支援作業所の設置など、自立支援のための活動は多岐にわたります。

作業所には、計画相談員が配置され、一人一人に合った計画を立ててい

るとか。私は知らない事ばかりで、驚きの連続でした。 

そして最後には「自分はどんな人間か」という、私たちへの問いかけが

ありました。「自分の思考の傾向を知り、偏りなく自由な発想ができるよ

うになりましょう。」と今は「ロジカル（一方的）」だけど、明日にはラテ

ラル（多角的で自由）な自分になれるかも！」とはいえ頭の固さはすぐに

は解れない・・・そうだ！みんなで知恵を出し合える「青空」があるじゃ

ない！みんなで考えて、一つ一つ解決していきたいと思いました。 

❣ みんなで・楽しく・元気に大人の遠足 ❣ 

10 月 27 日（水）13：00～15：00 

場所：生活クラブ本部センター１Ｆ（旧ネットの部屋） 

興味のある方は、ご自由にご参加下さい！ 

出前講座で学習会！ …介護保険について… 


